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 県教育委員会は、中学校卒業者数の減少、高度情報化社会の進展、生徒の能力・ 

適性、興味・関心、進路希望などの多様化等に対応するため、平成 14 年 11 月に 

「県立高等学校再編計画（現行再編計画）」を策定し、生徒が夢の実現に向け、生き

生きと活動し、地域に愛される学校をコンセプトとして、これまで高校再編を進めて

きた。 

 さらに、高校教育を取り巻く環境が大きく変化し、生徒の多様化、多様な地域性、 

自立した人材の育成などへの対応が求められている中、現行再編計画の評価や外部 

委員（魅力ある高等学校づくり検討委員会）からの報告を踏まえると、時代に合った

職業教育の充実や地域の特性に応じた学校づくりなど、引き続き適切な高校再編を 

進めていく必要がある。 

このため、外部委員による策定懇談会を立ち上げ、今後の高校改革の理念や方向性

について幅広く御意見を伺いながら、平成 24 年度以降の新たな計画を策定すること

とした。 

 

《高校再編の全体像》 
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「県立高等学校再編計画」策定（H14.11） 
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ⅠⅠ  高高校校再再編編のの基基本本的的なな考考ええ方方  
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平成１４年度 

～ 
平成２３年度 

１０年間 

○ 現行再編計画の評価 

〔県立高等学校再編計画・前期分に係る評価〕 

○ 外部委員による今後の方向性の検討 

〔魅力ある高等学校づくり検討委員会〕 

○「新たな計画」策定のための懇談会の設置 

〔県立学校改革推進プラン策定懇談会〕 

「新たな計画」策定（平成 23年度内） 

「新たな計画」 
（Ｈ２４～） 


